
 

 

平成 22年度 

国指定天売島鳥獣保護区における 

ケイマフリ調査 

 

 

報告書 

 

 

平成 23年 3 月 

 

 

環境省北海道地方環境事務所 



 

 

 

  



 

 

目次 

 

はじめに ..........................................................1 
1.海上個体数調査 ..................................................3 
2.繁殖巣数調査 ....................................................5 
3.航路センサス ....................................................8 
4.国内のケイマフリの状況 ..........................................9 
5.文献 ...........................................................11 
6.資料 ...........................................................12 
(1) ケイマフリ繁殖崖見取り図（例） ...............................12 
(2)ケイマフリ繁殖数調査結果詳細 ..................................13 
(3)ケイマフリ繁殖数調査におけるケイマフリ確認位置 ................16 

 

 



 

0 

 

  



 

1 

はじめに 

ケイマフリ Cepphus carbo はオホーツク海沿岸、ロシア、北朝鮮、韓国の日本海沿

岸で繁殖するウミスズメ科の海鳥である(Gaston & Jones 1998)。国内では北海道と東

北地方の一部で繁殖していたが、近年東北地方では一部を除いて確認されなくなった。

北海道でも生息数は減少傾向にあり、環境省レッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に指

定され、絶滅が心配されている。 

天売島は、ケイマフリの国内最大の繁殖地であるが、1963年には 3000羽と推定され

た個体数が、1970 年代に入ると約 400 羽と激減し、最近も 150 羽前後と減少傾向に歯

止めがかかっていない。 

1999 年に環境省の委託調査で作成された北海道希少海鳥類保護計画（北海道 1999）

では、天売島のケイマフリの繁殖地の消失を懸念して、繁殖地の位置および繁殖数の

モニタリングを行い、保護措置により繁殖数を増加させる必要性を提言している。し

かしながら、岩の隙間で繁殖するケイマフリは調査が難しいため、これまで詳しい調

査はほとんど実施されていない。 

環境省では、平成 15 年度から、減少傾向にある天売島のケイマフリについて、国指

定天売島鳥獣保護区の管理の一環として、飛来数や繁殖調査などのモニタリングを実

施してきた。平成 21年度からは調査回数を増やし、天売島海鳥研究室の協力も得て繁

殖調査を実施しており、今年度はウミガラス保護増殖分科会の検討委員である綿貫豊

氏の協力を得て、調査方法の検討も含め、より精度の高い成果を得ることができた。 

本報告書は、ケイマフリの保護対策を検討する上で欠かせない繁殖調査の確立に資

するため、平成 22 年度ウミガラス保護増殖事業報告書では掲載できなかった繁殖調査

の方法や結果を中心に、平成 22年度に実施したケイマフリ調査等について詳しくとり

まとめたものである。 
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図 天売島の位置 
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1.海上個体数調査 

(a)調査方法 

ケイマフリの繁殖地周辺の陸上の 5 つの地点から調査を行った（図 1-1）。4 月から

ケイマフリが繁殖地からいなくなる 8 月上旬まで月に 3 回の波の穏やかな日を選び 1

名が合計 13 回、早朝または朝に海上に浮いているか岩礁に上陸している個体を①から

⑤の調査区画ごとに数えた。観察地点は崖の上にあるため海岸に近い部分(図の灰色の

部分)が見えないが、この見えない部分にケイマフリがいることが多い。このため実際

の個体数は確認数より多くなると考えられる。 

 

 
図 1-1 ケイマフリ海上個体数観察位置、調査区分と不可視範囲 

 

(b)調査結果 

最大数は繁殖開始前の 4 月 24 日に 341 羽、繁殖開始後の 7 月 14 日に 192 羽であっ

た(表 1-1)。観察数は 8月 9日には 0羽になり、最後に確認したのは 8月 4日で海岸沿

いを歩いた際に④と⑤の範囲で合計 7羽であった。 

ケイマフリは海岸線に近い部分で多く観察された。①では赤岩周辺で多く、②では

赤岩周辺やシライソ周辺で多く観察された。③は平均すると最も多くの個体が確認さ

れており、その多くが女郎子岩からカブト岩にかけて集中していた。④での確認数は 0

から数羽程度の時と数十羽確認される時でバラツキがあった。⑤では西側の岩礁周辺

と観音崎周辺の海上で観察された。 
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表 1-1 海上個体数調査よるケイマフリの数 

回 調査年月日 ① ② ③ ④ ⑤ 合計 

1 2010/4/5 41 56 112 0 15 224 

2 2010/4/18 2 15 30 7 22 76 

3 2010/4/24 77 59 129 43 33 341 

4 2010/5/10 27 76 30 9 10 152 

5 2010/5/19 9 34 26 13 14 96 

6 2010/5/23 2 15 40 2 8 67 

7 2010/6/2 39 14 31 0 31 115 

8 2010/6/15 15 17 23 2 23 80 

9 2010/6/29 15 18 33 0 24 90 

10 2010/7/3 28 36 64 5 10 143 

11 2010/7/14 36 55 37 26 38 192 

12 2010/7/25 27 31 22 0 0 80 

13 2010/8/9 0 0 0 0 0 0 

 

(c)過去の調査結果との比較 

ケイマフリは 1963 年に推定 3000 羽であった（黒田 1963）。その後、1996 年までは

海上から、2004 年以降は多くの個体が海上で観察される 6 月から 7 月に陸上から調査

が行われてきた（図 1-2）。1972 年以降の最大数は 1972 年の 384 羽であった。ケイマ

フリの個体数は減少傾向にあったが、2010年は数が増加した。 

2006 年・2009-2010 年の結果(環境省 2010)から最大個体数は 4 月に観察された。ケ

イマフリは 5 月上旬頃に巣穴に入ることから（青塚松寿 私信）、5 月以降の個体数が

減少することは想像がつく。稚内・利尻・礼文航路上のケイマフリの観察数が 3 月下

旬に最大となったことは越冬海域から北上する個体によるものと考えられている(杉

村 2004)。天売島はここより南に位置することから、4月にケイマフリの越冬個体の大

部分はすでに北上していると推察される。従って、4月の天売島の個体数の大部分は繁

殖個体群である可能性が高い。過去のケイマフリの個体数調査は 6-7 月を中心に行わ

れてきたが、繁殖前の 4月の結果が個体数の実態を示す上で重要と考えられる。 

 
図 1-2 1972 から 2010年までの 6月-7月のケイマフリの最大数

(羽)[■：海上から数えた、□：陸上から数えた、1972 (環境庁 1973)、

1977(環境庁 1978)、1985（綿貫他 1986）・ 1986(寺沢・青塚 1986)、

1992-1994(福田他 1995)、1995(福田 1995)、1996(羽幌町未発表)、

2004-2006（環境省未発表）、2009（環境省 2010）、本報告] 
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2.繁殖巣数調査 

ケイマフリは人間が容易に近づけない崖の岩の隙間で繁殖する。外観から繁殖状況

を調べることはできないが、繁殖期になると岩の隙間を出入りするようになるため、

これにより繁殖が推定できる。しかし、実際に中に卵やヒナがいるかは出入りだけで

は判断できない。育雛期になると雛のために餌を巣に持ち帰ることからケイマフリが

繁殖していると判断できる。従って、ケイマフリの繁殖調査に適した時期は、餌運び

が盛んな 6月下旬から 7月中旬の育雛期のピークに限られる。 

 

(a)調査方法 

繁殖地を 11 の区画に区分し、区画ごとに調査地点を設けた(図 2-2)。海岸沿いでは

崖の上が見えないため、調査地点として適切な場所は、海岸から 200m程度離れた岩で

ある。調査時期にケイマフリが繁殖地にいる可能性の高い時間帯は 12-14 時とされて

いるが(Thoresen 1984)、これまでの経験より調査時間は海に浮いているケイマフリが

多く観察でき、繁殖地における動きが活発な午前中とした。 

2010 年 7 月 1 日に天売海鳥研究室の協力を得て st.3-11 の地点に早朝から午前中に

かけて 2 時間から 4 時間それぞれ 1 名が滞在し繁殖地にいるケイマフリを観察した。

調査の際には観察する崖の見取り図を描写し[資料(1)]（大きめに印刷した全景のカラ

ー写真でも可）、ケイマフリの位置を記入した。ケイマフリの帰巣を逃さないために一

部でビデオカメラによる定点撮影を合わせて行った。また、6月 29日に st.1、7月 13

日に st.2から午前中の 2-3時間観察を行った。st.1-2以外の観察地点はすべて移動が

困難な岩礁や岩場にあるため、凪の日にのみボートを利用して調査を行うことが可能

である。これ以外に 6月 8日と 9日に任意の地点から短時間の観察を行った。 

ケイマフリは高速で飛行し旋回を繰り返しながら時に複数羽で帰巣する。ケイマフ

リの巣の出入りや餌運びは頻繁に行われないため、観察地点に待機し飛来する個体を

待つか、巣の前にとまった個体が巣に入るのを目視し続ける必要がある。このため同

時に 2つ以上の巣を観察することは難しく餌運びや巣の出入りを見落とすことがある。

また、ケイマフリの巣穴の入口は岩の間に隠れて目視できないものがあり、巣穴の有

無を判断できない場合がある。以上の理由からケイマフリの繁殖状況を餌運びだけで

なく、巣の出入りや行動から繁殖の可能性を示すものを調査結果に含めた。ケイマフ

リの繁殖状況の判断基準を表 2-1と図 2-1に示した。 

 
表 2-1 ケイマフリの行動等から読み取る繁殖状況の判断基準 

番号 ケイマフリの行動 巣穴入口

の目視 

繁殖状況 備考 

1 餌を持ったまま岩の隙間に入る ○ 繁殖に利用中の巣  

2 餌を持ったまま岩陰に消える × 繁殖に利用中の巣 ﾀﾞﾌﾞﾙｶｳﾝﾄ注意 

3 何も持たずに岩の隙間への出入り ○ 繁殖利用が不明の巣  

4 何も持たずに岩陰への出入り × 巣の可能性あり ﾀﾞﾌﾞﾙｶｳﾝﾄ注意 

5 岩の隙間のそばで飛来、飛去、とまり ○ 巣の可能性あり  
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1. 

  
2 

  
3 

    
4 

   
5 

           
図 2-1 ケイマフリの繁殖に関わる行動の模式図(番号は表の番号に対応) 

(ケイマフリのイラスト：石郷岡卓哉) 
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図 2-2 ケイマフリ繁殖調査地点 

 

(b)調査結果 

ケイマフリの繁殖状況の判断基準をもとに、①繁殖に利用中の巣を 8 箇所、②繁殖

利用が不明の巣を 27箇所、③巣の可能性ありを 29箇所確認した[表 2-2、資料(2)(3)]。

①-③の判断基準により最も多く確認した区画は 8で、このほかに多く確認した区画は

1,3,4,7 であった(図 2-2)。区画 7-8では女郎小岩からカブト岩にかけての崖の割れ目

や海岸沿いの岩が積み重なった隙間を、区画 1-2 では赤岩展望台や赤岩木道から観察

可能な崖の割れ目や岩の隙間を利用していた。 

 
表 2-2 区画ごとのケイマフリの巣数 

巣としての判断基準 
区画   

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 合計 

①繁殖に利用中の巣 0 1 0 2 1 0 2 1 0 0 1 8 

②繁殖利用が不明の巣 2 2 3 2 0 0 6 9 2 0 1 27 

③巣の可能性あり 7 2 6 7 1 0 0 5 1 0 0 29 

合計 9 5 9 11 2 0 8 15 3 0 2 64 
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(c)過去の調査結果 

過去のケイマフリの繁殖巣調査は断続的に行われてきた(表 2-3)。行動を「巣への餌

運び」「巣への出入り」と「その他」に分けた。過去の調査範囲や調査方法はそれぞれ

異なり、調査に費やした時間や人員の数が異なるため、増減の傾向はこれらの結果か

ら判断することは難しい。 

 
表 2-3 ケイマフリの巣数（1981-2010） 

年 
巣への

餌運び 
巣への出入り その他 調査範囲 合計 文献 

1981   100 不明 100 Thoresen 1984. 

1985 4  64 繁殖地の 1/2 68 綿貫他 1986. 

1994 23 - 赤岩-観音崎 23 福田他 1995. 

2003 25 0 23 赤岩-観音崎 48 北海道海鳥センター2004. 

2004 12 3 26 

赤岩-白磯 

女郎子-観音

手前 

41 環境省未発表 

2006 23 8 19 赤岩-観音崎 50 環境省 2010. 

2009 5 10 18 赤岩-観音崎 33 環境省 2010. 

2010 8 27 29 赤岩-観音崎 64 本報告書 

 

3.航路センサス 

(a)調査方法 

調査は 2010 年 3 月 26 日から 8 月 10 日までの 31 回、羽幌から焼尻・天売までのフ

ェリー航路(図 3-1)で行った。甲板から双眼鏡を用いてケイマフリの観察を行い、海上

にケイマフリを発見した際に航路上の位置を GPSで記録した。 

 

(b)調査結果 

110箇所で合計 157羽のケイマフリを目撃した (図 3-1)。このうち 79%の箇所では 1

羽の目撃であった。3月と 4月は羽幌の沖合で確認数が多かったが、5月から 8月にか

けては天売島や焼尻島の周辺で多くなった。全体的には焼尻島の東沿岸で確認数が最

も多く(58％)、この点で過去の調査結果と(北海道海鳥センター2002；環境省 2010）と

類似していた。 

 

 
図 3-1 航路センサス（ケイマフリ） 
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4.国内のケイマフリの状況 

国内では北海道と東北地方の一部の島や海岸の崖で繁殖していたが近年東北地方で

は一部を除いて確認されなくなった。近年も繁殖が確認されている場所は天売島（環

境省 2010）、知床半島（環境省 2010）、大黒島（環境省 2006）浜中町小島(エトピリカ

基金 2010)、ユルリ島・モユルリ島（山階鳥類研究所 未発表）、青森県東通村尻屋崎

（山階鳥類研究所、未発表）である。北海道でも個体数は減少傾向にあり、天売島で

は 1963 年から 2010年まで年率で 5％減少し、ユルリ島では 1973年から 1993年にかけ

て年率17%減少し、知床半島でも2002年から2010年にかけて年率6%減少傾した(図4-1)。 

  

 
図 4-1 天売島(1963-2010年)･知床半島（2002-2010年、環境省 2010）・ユルリ島

(1973-1993 年、近藤 1995)における繁殖期の最大個体数 
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最近の繁殖期における最大個体数は、天売島で 192羽（環境省 2010）、ユルリ島・モ

ユルリ島で 103羽（山階鳥類研究所、未発表）、知床半島で 96羽（環境省 2010）、青森

県東通村尻屋崎で 67 羽（山階鳥類研究所、未発表）、浜中町小島で 22 羽(エトピリカ

基金 2010)、大黒島で 3 羽（環境省 2006）と、わかっているだけで国内の合計は 483

羽である(表 4-1)。ケイマフリは環境省レッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ類に指定され

ており、絶滅が心配されている。北海道希少海鳥類保護計画（1999）は希少海鳥類と

してケイマフリを位置づけ、陸上または船を用いて繁殖地の位置および繁殖数のモニ

タリングを行い、保護措置により繁殖数を増加させる必要性を提言している。 

 
表 4-1 近年の国内における繁殖期のケイマフリ個体数 
繁殖地 調査年 個体数 

天売島 2010 192 

知床半島 2010 96 

ユルリ島 2004 70 

東通村尻屋崎 2004 67 

モユルリ島 2007 33 

浜中町小島 2010 22 

厚岸町大黒島 2006 3 

合計  483 

 

天売島は有人島で定期船があるため、行くことが容易なことから、情報が少ない他

の無人島などの海鳥の繁殖地とは異なり、海鳥の調査を頻繁に行なえる。このため、

天売島は北海道で最も古くから調査・研究が行われてきた海鳥繁殖地の一つである。

しかしながら、ケイマフリについては国内最大の繁殖地であるが、個体数が少なく調

査が困難なことからほとんど研究されたことはなく、これまでモニタリングとして個

体数調査と繁殖調査が行われてきただけだった（本報告書）。 

国内で近年も調査が継続的に行われている繁殖地は、天売島・知床半島・浜中町の

浜中小島とピリカ岩に限られているが、いずれの繁殖地も個体数の減少傾向がみられ

る。そのため、浜中小島とピリカ岩では海上デコイによるケイマフリの誘引が行われ

ており（エトピリカ基金 2010）、知床半島でもデコイ設置による誘引などが検討されて

いる。天売島では、2010 年の個体数は増加したが、今年度のような詳細な繁殖調査等

を継続して実施し、保護措置が必要になった場合に備えてデータを蓄積していく必要

がある。 
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/
1

8
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0

－
1
1
:
3
0
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郎
子

岩
南

側
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え
な

い
飛

来
・

飛
去
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ま
り

6
4
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画

7
7
-
1
6

2
0
1
0
/
7
/
1
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:
5
0

－
1
1
:
3
0
女

郎
子

岩
南

側
割

れ
目

○
飛

来

6
5

区
画

8
8
-
1

2
0
1
0
/
7
/
1

6
:
2
0

－
1
1
:
3
0
カ

ブ
ト

岩
裏

の
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見
え

な
い

○
と

ま
り
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6

区
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8
8
-
2

2
0
1
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7
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1

6
:
2
0
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1
1
:
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ブ
ト
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裏

の
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見
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-
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2
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1

6
:
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1
1
:
3
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カ

ブ
ト

岩
裏
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岩
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れ
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飛
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り
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2
0
1
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/
1

6
:
2
0

－
1
1
:
3
0
カ

ブ
ト

岩
裏

の
岩

割
れ

目
○

飛
来

・
飛

去
・

と
ま

り

6
9

区
画

8
8
-
5

2
0
1
0
/
7
/
1

6
:
2
0

－
1
1
:
3
0
カ

ブ
ト

岩
裏

の
岩

穴
○

と
ま

り
・

飛
去

7
0

区
画

8
8
-
6

2
0
1
0
/
7
/
1

6
:
2
0

－
1
1
:
3
0
カ

ブ
ト

岩
裏

の
岩

見
え

な
い

○
と

ま
り

7
1

区
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8
8
-
7

2
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1
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/
7
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6
:
2
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1
1
:
3
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ブ
ト

岩
裏

の
岩
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え
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岩
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岩
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岩
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岩
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○
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岩
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・
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ま
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8
-
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カ
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裏

の
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え
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と
ま
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岩
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○
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(
2
)
 
ケ

イ
マ

フ
リ

繁
殖

数
調

査
結

果
詳

細
（

3
/
3
 
巣

の
記

号
は

図
の

確
認

位
置

に
対

応
）

番
号

調
査
区
画

巣
の
記
号

日
付

調
査
時
間

観
察
地
点

巣
の
特
徴

餌
持

巣
の
出
入
り

巣
の
可
能
性
あ
り

行
動

84
区
画
8

8-
20

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

穴
○

飛
来
・
飛
去

85
区
画
8

8-
21

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

穴
○

と
ま
り

86
区
画
8

8-
22

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

見
え
な
い

と
ま
り

87
区
画
8

8-
23

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

見
え
な
い

と
ま
り

88
区
画
8

8-
24

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

見
え
な
い

と
ま
り

89
区
画
8

8-
25

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

割
れ
目

○
飛
来

90
区
画
8

8-
26

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

割
れ
目

○
飛
来

91
区
画
8

8-
27

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

割
れ
目

○
飛
来
・
飛
去
・
と
ま
り

92
区
画
8

8-
28

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

見
え
な
い

と
ま
り

93
区
画
8

8-
29

20
10
/7
/1

6:
20

－
11
:3
0
カ
ブ
ト
岩
裏
の
岩

見
え
な
い

飛
来
・
と
ま
り

94
区
画
9

9-
1

20
10
/7
/1

9:
40

－
11
:3
0
オ
ン
チ
ャ
ワ
ゴ
下

割
れ
目
(別

の
角
度
か
ら
確
認
)

○
飛
来
・
飛
去
・
と
ま
り

95
区
画
9

9-
2

20
10
/7
/1

9:
40

－
11
:3
0
オ
ン
チ
ャ
ワ
ゴ
下

見
え
な
い

飛
来
・
飛
去

96
区
画
9

9-
3

20
10
/7
/1

9:
40

－
11
:3
0
オ
ン
チ
ャ
ワ
ゴ
下

穴
○

飛
来
・
飛
去
・
と
ま
り

97
区
画
9

9-
4

20
10
/7
/1

9:
40

－
11
:3
0
オ
ン
チ
ャ
ワ
ゴ
下

見
え
な
い

○
飛
去

98
区
画
9

9-
5

20
10
/7
/1

9:
40

－
11
:3
0
オ
ン
チ
ャ
ワ
ゴ
下

見
え
な
い

飛
来

99
区
画
11

11
-1

20
10
/7
/1

6:
30

－
9:
30

丸
岩
下
岩

見
え
な
い

ア
プ
ロ
ー
チ

10
0

区
画
11

11
-2

20
10
/7
/1

6:
30

－
9:
30

丸
岩
下
岩

見
え
な
い

飛
来
・
飛
去

10
1

区
画
11

11
-3

20
10
/7
/1

6:
30

－
9:
30

丸
岩
下
岩

割
れ
目

○
飛
来
・
飛
去

10
2

区
画
11

11
-4

20
10
/7
/1

6:
30

－
9:
30

丸
岩
下
岩

割
れ
目

○
飛
来
・
飛
去

10
3

区
画
11

11
-5

20
10
/7
/1

6:
30

－
9:
30

丸
岩
下
岩

見
え
な
い

飛
来
・
飛
去
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(3)ケイマフリ繁殖数調査におけるケイマフリ確認位置 
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